
学校関係者評価

教職員
肯定的割合（％）

1 学校教育目標の達成に向けた取組や実践ができている。 91.7

2 数値目標・教育実践の改善 75.0

3 低・中・高組織で、全職員で学校経営に参画する。 100.0

4 学校教育目標に関連させ、学級目標を掲げる 72.7

5 夢をもたせ、過程を大切にし、明確に評価し、自身や感動につなげる。 90.9

6 夢を常に意識した指導に努める。 72.7

7 学習の仕方を定着させる。 80.0

8 基礎基本の定着を図る。 80.0

9 １時間の授業の充実に努める。 70.0

10 家庭学習・家庭での規則正しい生活習慣の定着に努める。 81.8

11 研修の充実を図り、教職員の資質向上を図る。 72.7

12 道徳授業を確実に実施し、道徳的価値の定着を図る。 50.0

13 挨拶ができる 83.3

14 黙働ができる 33.3

15 身の回りの整頓ができる 41.7

16 自学ができる 41.7

17 聞かれたことに返答ができる 66.7

18 様々な活動や行事で、道徳的実践力、思いやりの心、感動する心を培う。 91.7

19 地域で子供を育てる活動を計画的・継続的に行う。 83.3

20 学校だより、HP、学年・学級だより等で情報発信を推進する。 100.0

21 目的をもった体育授業の充実を図る。 75.0

22 課外活動参加による活躍の場の拡大 91.7

23 健康教育の推進に努める。 100.0

24 安全な学校教育環境づくりに努める。 91.7

25 安全でいじめのない教育環境づくりを日常的に意識する。 91.7

26 特別支援教育の充実を図り、チームでの対応に努める。 91.7

27 生徒指導の充実 91.7

28 特別活動の充実 91.7

29 情報教育の充実（GIGA含む） 83.3

30 保護者や地域との連携充実 91.7

31 業務改善 58.3

32 業務改善の傾向感じるか。 66.7

34 自らの業務改善への意識は進んでいるか。 58.3
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（３） 教材研究を充実させ、授業の質を向上するとともに、基礎基本の定着も視野に入れた授業の展開をする。

2　令和６年度の主な改善点

（１） 道徳授業の確実な実施と「考え議論する」授業の構築により道徳的価値の更なる定着を目指す。

（２） 「かがやき５項目」の意識化のため、日常的指導に加え、生活目標での振り返り活動を活性化させる。


